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総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　     10 名  津田，石川， 北村 , 成田（雅）,
　　　　宮岸 , 山脇 , 武田 , 遠藤 , 圓浄、村中各会員

0 名　木村会員

１０月１５日(火）
１０月２２日(火）
１０月２９日(火）
１１月　５日(火）
１１月１２日(火）
１１月１９日(火）
１１月２６日(火）

31 名  （出席免除者１名中 0 名出席）

６６，６７％

８７，１０％

NO.3034 第 11 回例会

例 会 案 内 例会案内「10 月～ 11 月」

出 席 報 告

担当：青少年奉仕委員会

会 長 報 告

■■■■■■■会員誕生■■■■■■■■■ 
飛弾野貴広会長　　　昭和 47 年 10 月 16 日
■■■■■■■■結婚記念■■■■■■■■
清水秀晃会員　　　　平成 16 年 10 月　2 日
古谷勝人会員　　　　平成　6 年 10 月 15 日
■■■■■■■■創立記念■■■■■■■■
大西 道祥会員　　　　昭和 25 年 10 月 12 日
津田 尚也会員　　　　平成 24 年 10 月　1 日

１０月１日例会

青少年奉仕会担当例会

10 月の会員祝福

RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

飛弾野会長

　2024-25 年度会長エレクト研修セミナー、地区
研修 ･ 協議会が 3 月２３日、24 日ロイトン札幌
で開催されました。例年の流れでは会長研修セ
ミナーと地区研修協議会は３月と 4 月に開催さ
れていましたが今年度はそれらが合わさって 2
日で開催されました。また資料などもほとんど
が QR コードで自身でダウンロードする形となり
色々な形での転換期となったような気がします。

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ 累計 150.000 円

　先週より 11 月札幌での地区大会の登録をお
願いいたしておりますが現在 14 名の会員の登
録がありました。ありがとうございました。
　まだ登録していない会員につきましても少し
でも多くの皆様の登録をお願いいたします。
　移動に関してや集合に関しましては本日の理
事会で確認させていただきますのでよろしくお
願いいたします。
　深川ロータリークラブに関してマイロータリ
ーの中に以前から小野寺会員という謎の会員　
が入っていましたが、これはＲＩの間違いで江
別の会員が深川のメンバーとして数年間にわた
り登録されていたということです。以前にも削
除していただいたことがありましたが、今回も
手続きを取り、現在削除されております。

轡田 RC 財団・米山委員長卓話

（前例会）大西道祥 PAG　参加賞をいただき
（前例会）大西祥太 P 会長　B 賞をいただき
（前例会）樋口孝志会員　B 賞をいただき
（前例会）飛弾野会長　　B 賞をいただき
（前例会）清水秀晃親睦委員長　A 賞です
飛弾野貴広会長　生まれてよかった
清水秀晃会員　結婚記念日
古田勝人会員　結婚記念日
富永隆夫会員　ふれあい農園収穫祭お世話になり

（火）

月  　日



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

森　　 隆 江
富 永 隆 夫

会　長　飛騨野貴広　   会長エレクト　伊東由紀夫   　   副 会 長    木 村  喜 芳
幹　事　平 瀬　　文男    　副      幹     事    宮  澤   孝  司          会       計    廣 上    晃  士　 

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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Ｃ

ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
事
業
の
基
礎
知
識

★ 

ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学
会
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学

会
は
、
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
共
同
で
運
営
す

る
奨
学
財
団
で
あ
り
、
財
源
は
主
に
会
員
の
寄

付
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
日
本
独
自
の
事
業

で
す
が
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
（
Ｒ
Ｉ
）
か
ら
も

国
内
全 
34 
地
区
の
多
地
区
合
同
活
動
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
６
７
年
に
財
団
法

人
設
立
、
２
０
１
２
年 

１
月
に
は
公
益
財
団

法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。

★ 

外
国
人
留
学
生
を
支
援

　

事
業
開
始
か
ら
一
貫
し
て
、
日
本
の
大
学
・

大
学
院
な
ど
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
学
年
度（
４
～
３
月
）

の
全
国
の
奨
学
生
数
は
、
外
国
人
留
学
生
を
対

象
と
し
た
民
間
の
奨
学
金
で
は
国
内
最
大
規
模

と
な
る
９
０
０
人
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
累
計
で
、
世
界
１
３
１
の
国
と

地
域
か
ら
の
留
学
生
２
万
３
０
５
９
人
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

★ 

世
界
平
和
へ
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
国
際

奨
学
事
業

　

事
業
の
始
ま
り
は 

１
９
５
２
年
、
東
京
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
当
時
の
会
長
、
古
澤
丈
作
氏

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
、
海
外
、
特
に
ア
ジ
ア

諸
国
か
ら
優
秀
な
学
生
を
日
本
へ
招
き
、
奨
学

支
援
す
る
「
米
山
基
金
」
の
構
想
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　

日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
父  

と
呼
ば
れ
、
若

い
人
た
ち
へ
の
支
援
に
も
力
を
注
い
だ
米
山
梅

吉
氏
。
こ
の
事
業
は
、
氏
の
生
前
の
功
績
を
た

た
え
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
奨
学
生
を
タ
イ
か
ら
迎
え
た
の
は 

２
年
後
の
１
９
５
４
年
。
そ
れ
以
降
は
、
海
外

か
ら
の
招
聘
で
は
な
く
、
在
日
留
学
生
へ
の
支

援
に
方
針
を
変
え
、
東
京
Ｒ
Ｃ
の
単
独
事
業
か

ら
、
全
国
の
地
区
に
拡
大
・
発
展
し
ま
し
た
。

　

留
学
生
数
の
増
加
に
伴
い
、
ロ
ー
タ
リ
ー
所

在
国
に
限
ら
ず
世
界
に
門
戸
を
開
く
な
ど
、
時

代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
も
、「
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
と
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ

て
国
際
親
善
と
世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る
」
と

い
う
事
業
の
目
的
は
、
今
日
ま
で
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。

★ 

奨
学
生
を
育
て
る
世
話
ク
ラ
ブ
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
制
度

　

当
事
業
特
有
の
制
度
が
「
世
話
ク
ラ
ブ
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
」
で
す
。
米
山
奨
学
生
に
は

地
域
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
「
世
話
ク
ラ

ブ
」
が
選
ば
れ
、
会
員
の
１
人
が
「
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
と
な
っ
て
、
日
常
の
相
談
相
手
や
交
流

の
橋
渡
し
役
と
な
り
ま
す
。
奨
学
生
は
毎
月 

１
回
以
上
、
世
話
ク
ラ
ブ
の
例
会
や
奉
仕
活
動

に
参
加
し
、
大
学
生
活
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

出
会
い
と
交
流
を
通
じ
て
、
日
本
の
心
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
精
神
を
学
び
ま
す
。
こ
れ
は
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
務
め
る
会
員
に
と
っ
て
も
、
多
様
な

文
化
や
価
値
観
へ
の
理
解
を
広
げ
る
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

★ 
学
友
の
集
い
、
つ
く
ば
市
に
て
開
催

　

米
山
奨
学
生
は
、奨
学
期
間
を
終
え
る
と「
米

山
学
友
」
と
な
り
ま
す
。
２
０
１
４
年
１
月
の

Ｒ
Ｉ
理
事
会
で
「
学
友
」
の
定
義
が
拡
大
さ
れ
、

米
山
学
友
も
正
式
に
「
ロ
ー
タ
リ
ー
学
友
」
と

し
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
国
内
に 

33
、
海
外
に 

10
の
米

山
学
友
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
「
米
山
学
友

会
」
が
あ
り
、
学
友
同
士
の
親
睦
に
と
ど
ま
ら

ず
、
独
自
の
奉
仕
活
動
を
実
施
し
た
り
、
日
本

と
母
国
の
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
立
ち
を
し

た
り
、
他
の
学
友
会
と
交
流
す
る
な
ど
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
世
界
に
根
を
張
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
世
界
各
地
の
米
山
学
友

が
一
堂
に
集
う
世
界
大
会
が
今
年
８
月
に
茨
城

県
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
米
山
月
間
特

集
と
な
る 

１
０
月
号
で
、「
再
会
イ
ン 

関
東
」

の
模
様
を
お
届
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

■ 

学
部
課
程
・
修
士
課
程
・
博
士
課
程
奨
学
金

―
― 

大
学
・
大
学
院
生
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

大
学
・
大
学
院
の
正
規
留
学
生
が
対
象
で
、

採
用
者
の
９
割
以
上
を
占
め
ま
す
。
２
３
学
年

度
は
学
部
４
４
０
人
、
修
士
２
３
６
人
、

博
士 

１
６
７
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
各
地

区
の
米
山
記
念
奨
学
委
員
会
が
指
定
校
を
定

め
、
推
薦
さ
れ
た
学
生
を
面
接
選
考
し
て
合
格

者
を
決
定
し
ま
す
。
奨
学
生
が
世
話
ク
ラ
ブ
に

通
え
る
範
囲
内
で
、
地
区
外
の
学
校
も
指
定
で

き
ま
す
。

■ 

地
区
奨
励
奨
学
金

―
― 

大
学
・
大
学
院
以
外
の
教
育
機
関
を
対

象
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム　

地
区
の
裁
量
に
よ
っ

て
、
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
な
ど
を
指
定
校

に
し
、
在
籍
す
る
留
学
生
を
支
援
で
き
る
制
度

で
す
。
23
学
年
度
は
７
地
区
で
22
人
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
学
部
相
当
の
高
専
専
攻
科
、
専
修

学
校
高
度
専
門
士
課
程
を
除
き
、
奨
学
金

額
が
修
士
・
博
士
課
程
の
半
額
で
あ
る
代
わ
り

に
、
１
人
の
枠
に
つ
き 

２ 

人
を
採
用
で
き
ま

す
。
近
隣
に
大
学
が
な
い
地
域
に
も
、
世
話
ク

ラ
ブ
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
流
の
機
会
が

広
が
り
、
事
業
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
る
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

■ 

ク
ラ
ブ
支
援
奨
学
金

 

現
役
奨
学
生
の
た
め
の
期
間
延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

現
役
奨
学
生
の
世
話
ク
ラ
ブ
が
、
奨
学
期
間

を
延
長
し
て
支
援
し
た
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
６
カ
月
ま
た
は
１
年
の
選
択

制
で
す
。
延
長
期
間
の
奨
学
金
の
半
額
を
、
世

話
ク
ラ
ブ
が
負
担
し
ま
す
。
博
士
号
取
得
見
込

者
の
他
、
上
級
課
程
へ
進
学
、
ま
た
は
次
の
学

年
に
進
級
す
る
現
役
奨
学
生
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
採
用
月
に
よ
っ
て
は
、
延
長
に
よ
り
地

区
の
新
規
採
用
人
数
が
減
る
た
め
、
採
用
を
控

え
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

RC 財団・米山奨学委員会　轡田委員長卓話


